
専門性が実現する
確かな保証
• GFSI 規格   • BRCGS   • FSSC 22000   • IFS   • SQF



LRQAは、卓越した技術的専門性、一貫した
基準を満たす審査員の世界的なネットワー
ク、そして認証までのプロセスをタイムリーに
実行する能力を有する、世界食品安全イニ
シャティブ（GFSI）のベンチマークを受けた各
種規格に対する認証の世界的なリーディング
プロバイダーです。 

そして GFSI 認証に関するスペシャリストとし
て、多くの GFSI 技術委員会に参加しています。
さらに、FSSC 22000 の各種教育研修サービ
スの提供機関としても認定を受けています。

LRQA が提供するサービスはサプライチェー
ン全体に及んでおり、世界中の農家、水産
業者、食品製造業者、包装業者、レストラ
ン、ホテル、リテーラーと長期にわたる協力
関係を築いています。LRQA では、お客様に
寄り添い、お客様のビジネスの発展や市場の
変化に適応できるビジネスモデルを採用してい
ます。

この点についてお客様からも、技術的専門性
と並んで競合他社との差別化を実現している
要因であるという評価をいただいています。

LRQAの厳格でプロフェッショナル
かつ柔軟で実用的なアプローチは、
当社が継続的かつ効果的にリスクを
軽減しパフォーマンスを向上させる
上で助けとなっています。
ハーシーズ

GFSI のスペシャリストとして
LRQAは、食品、飲料、ホスピタリティ業界の 40,000 社を超えるクライアントに
コンプライアンスとリスクに関連したサービスを提供しています。 

LRQA の専門家チームは、お客様の品質、
コンプライアンス、リスクのプロフェッショナ
ルと協力することで、お客様のビジネスで現
在および将来にわたり求められるサービスを確
実に提供します。さらに世界中の食品の専門
家と緊密に連携し、フードセーフティ誌との提
携による「フードリーダーシップシリーズ」を
通じて、世界中の業界関係者に示唆に富ん
だ解説を提供しています。

LRQAは、社会的責任を果たす企業でもあり
ます。私たちの生み出す利益は、当社のあ
らゆる活動に関わる研究、教育、および公的
関与を助成する慈善団体であるLRQA基金に
寄付されています。食品業界の特に大きな
課題の解決を目指す新興技術企業に対する
支援も、こうした活動の一つです。



セクターごと
の重点

飼料
サプライチェーンの起点における安
全性。

農業
酪農、家畜、作物、生鮮食品。

シーフード
評価対象は 100 種以上。

製造業
世界のトップ 50 からニッチの加工
会社まで多様な企業に対応。

ホスピタリティ
サプライチェーン全体のブランドの
保護。

小売
市場をリードするお客様の要望に
合わせた充実したサービス。

フードチェーンの
スペシャリスト

として

倫理
SMETA から強制労働に関するス
ポットチェックまで対応。

農業
酪農、家畜、作物、生鮮食品。

動物福祉
サプライチェーンの審査プログラム
と支援サービス。

トレーサビリティ
流通履歴と品質の確認。

健康と安全
ISO 45001、および現場と顧客に
特化した学習ソリューション。

ブランド コンプライアンス
カスタマイズされた審査を通じ
てブランドを保護。

食品安全
包括的な GFSI 規格と専用の教育
研修プログラム。

GFSI 規格

サプライチェーン全体をカバーするサービスでお客様
のあらゆる要求に対応



GFSI

GFSI が承認した認証プログラムは、確固とし
た食品安全規格の証明とみなされており、ビ
ジネスを行うための前提条件として、多くの
購入企業から要求されるものとなっています。
実際、多くの大手食品加工業者、製造業者な
らびにリテーラーが、GFSI が承認した規格ま
たはスキームの認証取得をサプライヤーに求
めています。

LRQAの歴史ある深い知識、プロフェッ
ショナルかつ厳格なアプローチ、完璧な品
質の絶え間ない追求、業界トップクラスのプ
ロフェッショナルな基準、そして聡明な企業
文化とビジネス哲学は、高い一貫性に裏打
ちされています。そしてLRQA が提供する優
れた顧客志向のサービスは、プロフェッ
ショナルかつ献身的なサービスとして高く評
価されています。

ブライト デイリー グループ

GFSI 自体は認証を行わず認証スキームも設
けられていませんが、GFSI は、他の食品安
全認証スキームを評価（ベンチマーク）する
ことで、どのスキームが GFSI の基準を満たし、
GFSI 認定の対象になるかを判断します。

LRQAは、SQF、BRCGS、IFS、
FSSC 22000 などの GFSI が承認する主要なス
キームすべてに対して、コンプライアンス、カ
スタマイズされた保証、教育・研修および改
善サービスを幅広く提供しています。

GFSI は、より安全な食品を消費者に確実に届けること、同時にサプライチェー
ン全体で食品安全性を継続的に改善することを目的として設けられました。過去
16 年間で、GFSI の承認したスキームが国際的に定着し、世界のサプライチェー
ンにおいて広く要求されるようになりました。



GFSI 規格

50,000+
件の食品審査を毎年実施

100,000+
人の業界のプロフェッショナルに毎年訓練を提供

完全な保証を可能にする高い専門性

195+
の国にサービスを提供

60+
種類の認定規格と、 

サプライチェーン全体に
及ぶ適用範囲

30+
年の経験

500
名の専門スタッフ、 

審査員、トレーナー 

25
種類のフルサービス審査
プログラムを世界各国の

ブランドに提供



BRCGS
概要 

BRCGS は、130 カ国の 29,000 社を超える認
証済みサプライヤーが利用する大手のブラ
ンド／消費者保護機関であり、LRQA を含
む認定認証機関の世界的なネットワークを
通じて認証を発行しています。生の赤身肉
や家禽肉からアルコール飲料や菓子類まで
幅広い 18 のカテゴリーを対象とする、国際
的に認められた BRCGS 食品安全規格に
よって、あらゆる種類の食品製造業者が、
食品生産時に卓越性を追求していることを示
すことができます。

LRQA は、以下を含むその他の主要 BRCGS 
基準についても、BRCGS から認証機関とし
て承認を受けています。 
• 包装

• 保管と流通 

• 消費財 

• 仲介事業者

LRQAは、1998 年以来、BRCGS の戦略的パートナーです。私たちは共に、食品安全性を保証
することによってグローバルな食品サプライチェーン内での信頼性を構築することを目指してお
り、この協力体制こそが、適正製造規範そして消費者にとっての安心感へとクライアントを導く大
きな助けとなります。 

BRCGSCEOMarkProctor 氏

利点

現在 BRCGS 認証は、大手のリテーラー、製
造業者、および食品サービス組織にとっ
ての 基 本 要 件 となっており、LRQA  は、
幅 広 い BRCGS ギャップ分析、認証、およ
び教育研修サービスを通じて、以下の点で
お客様をサポートすることが可能です。 

• ブランドとレピュテーションの保護 

• サプライチェーンの透明性と可視性の向上 

• 消費者とリテーラーの期待への適合 

• 複数の審査に関するプロセスの統合 

• 倫理と継続可能性に関する認証情報の検証 

• BRCGS の承認した LRQA の一連の教育研
修ソリューションを通じて従業員のスキル
を向上し、クラス最高レベルの能力と知識
を構築

• サプライヤー承認プロセスの一環として、
世界中のリテーラー、製造業者、原料会
社、食品サービス組織および原材料加工業
者の要求に適合。 

これに加えて、BRCGS には以下の特徴があ
ります。

• GFSI によるベンチマークを受けた最初の規格
（BRCGS 食品安全）

• 食品偽装を定義した最初の規格（BRCGS 食
品安全）

• 食 品 安 全 文 化 を 評 価 できる 唯 一 の 規 格
（BRCGS 食品安全） 

要求事項

食品安全規格について BRCGS は、同規格内
の要求事項が、品質マネジメントシステムな
らびに HACCP システムに関連しており、GMP

（適正製造規範）、GLP（優良試験所規範）、
GHP（適正衛生規範）に関する要求事項を
含む詳細な前提条件プログラムがこれをサ
ポートすると述べています。 

要求事項は、他の主要な BRCGS 規格との関
係に応じて異なります。

審査認証プロセスは、
いくつかのステップで
行われます。

認証プロセス

第 1 段階
お客様のサプライヤーの現場に
ついて必要な専門知識を有
すLRQA の BRCGS 登録審査
員 1 名が審査実施者として選
定されます。 

第 2 段階
審査結果データの独立した
レビューを LRQA が実施し、
認証決定の確認を行います。

第 3 段階
BRCGS は審査データのサンプ
ルを取得し、LRQA  から提供
されたデータをレビューする
か、あるいは認証期間中に現場
の視察を行います。



GFSI 規格

FSSC 22000
概要 

FSSC 22000 は、農業、食品製造、包装、ケー
タリング、小売および輸送に関して策定さ
れた GFSI が承認する国際食品安全規格で
す。2019 年 6 月 には、FSSC 22000 食 品
安全認証財団が、前回の大幅改定から約
2 年を経て、国際的な食品安全マネジメン
トシステム認証スキームの第 5 版を発表し
ました。この第 5 版では、FSSC 22000 の
土台となっている国際食品安全マネジメン
トシステム規格 ISO 22000 の 2018 年 6 月
の改訂で採用されたすべての改善点を取り
入れています。  なお、FSSC 22000 の技術
基準には大きな変更はなく、追加されたス
キーム要件も比較的軽微な変更です。

• 社外の重要な窓口（規制当局、顧客、サ
プライヤーなど）との効果的なコミュニケー
ションの確保と効果的な社内コミュニケー
ションのための、コミュニケーション手順を
定義すること

• 緊急時の計画を設けること

• FSMS（食品／飼料安全管理システム）の
パフォーマンスを評価するためのマネジメン
トレビュー会議を開催すること

• 適切な研修を受け資格を有する要員、十
分なインフラ、および食品安全を確保する
ための適切な作業環境を含む、FSMS の効
果的な運用のための適当なリソースを提供
すること

• HACCP 原則に従うこと

• 製品識別のためのトレーサビリティシステム
を確立すること

• 是正処置システムならびに不適合製品のコ
ントロールを確立すること

• 製品撤去の対応手順を文書化し、これを維
持すること

• 監視機器および測定機器を管理すること

• 内部監査を確立し維持すること

ギャップ分析
（任意サービス
オプション）

第 1 段階

文書のレビューと第 2 段階の策定。

第 1 段階および第 2 段階の視察で
は、ISO 22000 の要求事項、なら
びにセクターごとの前提条件プロ
グラム（PRP）の技術的要件と追
加の FSSC 要求事項に沿って、シ
ステムの適合性と有効性を審査し
ます。

第 2 段階

実地審査。 審査は少なくとも年に一度行われ、ISO 22000、PRP
の技術的要件および追加の FSSC 要求事項に沿って、
システムの適合性と有効性が継続しているかどうかを評
価します。これには変更の検討と、そうした変更の文書
への組み込み、PRP とハザード分析の確立と実施、な
らびに該当する場合には運用上の PRP-CCP が含まれま
す。サーベイランス審査（維持審査）の内容については、
通常、前回の訪問時に合意を済ませます。

認証プロセス

利点

LRQA の FSSC 22000 ギャップ 分 析、 認
証、教育研修サービスは、以下の点でお客
様をサポートすることが可能です。 

• ブランドとレピュテーションの保護 

• プライチェーンの透明性と可視性の向上 

• 消費者とリテーラーの期待への適合 

• 複数の審査に関するプロセスの統合 

• 倫理的かつ持続可能な取り組みを行って
いることの証明 

• LRQA の一連の FSSC 22000 認定の教育
研修ソリューションを通じて従業員のスキル
を向上し、クラス最高レベルの能力と知
識を構築 

要求事項

• トップマネジメントが策定した組織全体の食
品安全方針があること

• この方針に準拠するための企業の取り組み
を促進する目標を設定すること

• マネジメントシステムを計画・設計し、この
システムを文書化すること

• システムのパフォーマンス記録を維持するこ
と

• 食品安全チームを構成する有資格者グルー
プを設けること



利点

• リスクベースの非規範的な規格

• パフォーマンスを向上するためのアクション
プラン

• 一貫した品質保証システム

• リコール件数の減少

• 最適化されたプロセス

• 競争力の強化

• 顧客や関連当局との関係改善、ビジネス機
会の改善

• 国際的な認知

• グローバルなネットワーク（自社のサプライ
ヤーやリテーラーが検索できるデータ）

要求事項

• 上級経営者

• 品質および食品安全マネジメントシステム

• リソースの管理

• 生産工程

• 測定

• 分析

• 改善点 

• 食品防御

審査訪問
審査訪問は、アプローチを説明する
ためのオープニングミーティングから
始まり、その後審査員が、IFS プロト
コルの一部を構成する審査チェックリ
ストに照らして審査を実施します。審
査対象には、品質システムおよび手順、
HACCP 計画、現場検査、要員へのイ
ンタビューが含まれます。

最終ミーティング
最終ミーティング中に、審査員がすべて
の所見を提示し、特定されたすべての
逸脱と不適合について議論します。そし
て審査員が、IFS 証明書の授与の最
終的な決定が、最終スコアとLRQA に
伝えられる是正処置計画の両方に基
づいて行われることを確認します。

カーギルがマネジメントシステ
ムと食品安全に目を向けてい
るのは、単に認証証明書を取
得するためではありません。当
社が目指すのは、マネジメン
トシステムの発展に焦点を当
てることです。

そして証明書は、お客様と
取引するための第一歩であ
り、必須条件です。カーギ
ルは、LRQAのビジネス ア
シュアランスによって、当社
がどの程度効果的にお客様
の要求に応えているか、そし
て当社のシステムがどの程
度堅牢であるか、さらにど
のようにしてお客様へのコ
ミットメントを実現している
かを、第三者を通じて確か
めることができるのです。

カーギル

IFS
概要

IFS 規格は現在 8 つの規格で構成されており、
これらの規格は、サプライチェーンのあらゆる
部分について関与する利害関係者のために、
利害関係者が策定したものです。いずれの規
格も、食品または製品の安全に関する法的規
定を施行する際にユーザーの助けとなるプロ
セス規格であり、食品、製品安全ならびに品
質問題に関する統一ガイドラインを示します。 

LRQA が行う IFS 認証により、認証を受けた
企業が食品または製品の安全性の確保に適し
たプロセスを確立済みであること、ならびに
顧客の要求する仕様を考慮し実行しているこ
とが示されます。IFS 認証は、食品製造業
者、仲介業者、物流業者、家庭用品や衛生
用品の製造業者、さらに卸売業者やリテー
ラーを対象とします。

認証プロセス

文書のレビュー
審査の前に、審査員の準備のための各
種文書の提出を要求される場合があり
ます。予告なし審査でない限り、審査
員が事前に審査計画書を送付します。



GFSI 規格

SQF
概要 

SQF（Safe Quality Food） プ ロ グラム は、
Safe Quality Food Institute（SQFI） によっ
て運営されており、リテーラー、食品サービ
ス事業者ならびにブランドオーナーから、厳
格で信頼性の高い食品安全および品質の保
証プログラムとして認められています。

SQF は現在第 8 版で、GFSI からも承認を受
けており、一次生産、食品製造、包装、保管、
流通に関する認証を提供しています。

利点

• SQF 認証によって、食品安全および品質
システムについて食品チェーン全体で妥当
性確認ならびに検証することが可能になり、
ブランドの保護さらに消費者の信頼とロイ
ヤルティが高まります。SQF は世界的に認
知されています。

• 食品の安全性、品質、適法性に対する信
頼を促進

• マーケティングイメージの向上

• コスト面でのメリット

• プロセスの品質と安全性を一貫して向上さ
せるためのプラットフォームを提供するため、
加工会社は、これまで複数の相反する審査
基準によって失われてきた貴重な時間とリ
ソースを手にすることができます。

• 在庫の回収、市場からの撤去、再加工を
回避できるよう、リスクのプロアクティブ
な特定ならびに管理を支援することにより、
プロセスマネジメントを向上

• 廃棄物が減ることによる歩留まりの向上

• リスク・プロセスマネジメントの合理化 

• 教育研修

LRQA は優れたアプローチで素晴らしい審査を行い、あ
らゆる分野で肯定的な評価を達成しました。

ウェイトローズ

要求事項

• 上級経営者

• 文書管理と記録

• 仕様および製品開発

• 請負サービスプロバイダー

• 食品関連法

• 食品安全計画

• 承認されたサプライヤープログラム

• 不適合製品・設備

• 再加工

• 是正・予防措置

• 製品リリース

• 内部監査

• 妥当性確認と検証

• リコールまたは製品撤去

• 食品防御と食品偽装

• アレルゲン管理

• 教育研修

SQF 認証には、SQFI が推奨
する 8 つの重要なステップが
あります。

審査全体が問題なく完了した
ら、SQF 認証証明書を受け
取ることができます。

1.  SQF コ ードにつ
いての学習

2.  業 界 セクターに
該当するコードを
選択

3.  SQF データベー
スに自社を登録

4.  従 業 員 の 1 人を
SQF 実施者に指
定

5.  認証のタイプ（食
品の安全性と品
質のいずれかま
たは両方）を選
択

6. LRQA か ら 審 査 提
案書を受け取り、
審査スケジュール
を設定

7.  事前評価の実施
（ 省 略 可 能、 た

だし実施を推奨）

8.  次 に LRQA が 事 前
評 価を行い、そ
の後、最初の認
証審査を実施



主要 GFSI 規格およびスキームのガイド

項目 BRCGS 食品安全 FSSC 22000 IFS SQF

初回審査の方法 1 段階式：文書のレビューと
施設審査を同時に実施

2 段階式。第 1 段階として、文
書をレビューし、第 2 段階（実
施審査）の準備状態を検証

1 段階式：文書のレビュー
と施設審査を同時に実施

第 1 段階 文書のレビュー
第 2 段階 施設審査

認証の重点分野 食品安全と品質システムとの
組み合わせ。  食品安全 食品安全と品質システムと

の組み合わせ。  
食品安全
食品安全と品質

審査工数 通常は 2 ～ 2.5 日

審査期間は、規模、HACCP プラ
ン、従業員などによって異なるが、
第 1 段階は通常 1 ～ 2 日、第 2
段階は 1.5 ～ 2.5 日。

通常は 2 ～ 2.5 日

第 1 段階は 1 日。
第 2 段階は、規模、HACCP
プラン、従業員によって異な
るが、通常は 2 日。

予告なし審査の要件 任意 必須。 
3 認証サイクルごとに 1 回以上 任意 必須。3 認証サイクルごとに

1 回

規格での要求事項 規範的
非規範的： 
企業は柔軟に、スキームへの適
合を示すことが可能

規範的 規範的

審査報告書の管理 報告書を BRCGS データベー
スにアップロード

報告書をデータベースにアップ
ロード

報 告 書をデータベ ースに
アップロード

報告書を SQF データベース
にアップロード

不適合と是正処置の管
理 認証機関／審査員 認証機関／審査員 認証機関／審査員 認証機関／審査員

証明書の有効期間 1 年
以後毎年更新 3 年、さらに年 1 回の査察 1 年 以後毎年更新 1 年 以後毎年更新

他のマネジメントシステ
ム規格との統合

ISO 統合は困難だが、他の
製品認証スキームとの統合
は可能

他の ISO ベースのマネジメントシ
ステム規格と統合可能

他の ISO ベースのマネジメ
ントシステム規格と統合可
能

ISO 統合は困難だが、他の
製品認証スキームとの統合は
可能 
certification schemes

適用認定規格 ISO 17065 ISO 17021 ISO 17065 ISO 17065



GFSI 規格

要約
LRQA がお手伝いできる分野

リスクのマネジメントとコンプライア
ンスの確保、そのために市場をリー
ドするサービス、専門的なガイダン
ス、比類のない業界知識を提供。 

カスタマイズされたソリューションの
作成と実行、 このお客様のビジネス
に合わせたソリューションには、審
査プログラム、認証基準、教育・研
修と開発、改善サービス、サプライ
チェーン管理が含まれます。 

最新データとインサイトへのアク
セス、LRQA のオンラインポータル
を通じて提供されるサプライチェーン
に関するインサイトを、当社の一流
の技術専門家による豊富な知識に
基づく状況分析により強化します。 

ビジネスとサプライチェーンの保護
を、継続的な改善と一貫性そして透
明性と共に実行します。

コンプライアンスから改善まで、お客様をサポート

コンプライアンス
ジャーニーの開始

アシュアランス
ブランドの保護

改善
より良いビジネスの構築

• GFSI 審査
• 地域規格（Red Tractor）
• SMETA
• ギャップ分析
• 教育研修サービス
• ISO 規格 
• e ラーニング

• サプライヤー管理
• サプライヤー監査
• 教育研修機関
• お客様サポ―トサービス
• 特注の審査プログラム

• 専門的知見
• リスクベースの審査
• パフォーマンスの精査と向上
• カスタム仕様の e ラーニング

専門的なアドバイスを行う前に、お
客様のニーズと期待に耳を傾けます。

優れた専門知識、能力、テクノロジー
を活用して、お客様のビジネスに合っ
たソリューションを特別に設計します。

お客様にとって最適なソリューション
を提供します。そして合意した KPI
を達成できるようお客様と協力します。

お客様のビジネスとブランドを安全
に保つため、市場の問題をモニタリ
ング、評価、予測することでサービ
スを向上させます。

LRQAは、お客様が必要とする保証を提供します。 

LRQA は以下のことを約束します。

• セクターに関する専門知識 
• 広範なサービス
• SMETA
• 長期的なメリット

• 品質へのコミットメント
• パートナーシップのアプローチ 
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本書に示すすべての情報が正確かつ最新であるように、LRQAでは細心の注意を払っています。
ただし、情報の不正確さや変更について、当社は一切の責任を負いません。

お問い合わせ
Email : japan-marketing@lrqa.com
URL : https://www.lrqa.com/jp

LRQA について：
認証、ブランド認証、食品安全、サイバー
セキュリティ、インスペクション、教育
研修分野の比類なき専門知識を結集する
ことにより、当社は世界的な認証のリー
ディングプロバイダーの地位を確保してい
ます。

その伝統は誇るべきものですが、顧客と
の今後のパートナー 関係を構築する上
で、本当に重要なのは現在の当社の姿で
す。揺るぎない価値、リスク管理・軽減
における数十年の経験、 未来への的確な
フォーカスを組み合わせることで、より安
心・安全・持続可能なビジネス構築に向け
てお客様をいつでも支援します。

独立した審査・認証・教育研修から、
技術アドバイザリーサービス、リアル
タイムの認証技術、データによるサプラ
イチェーン改革まで、当社の革新的な
エンドツーエンドのソリューション
が、変化の速いリスク環境に積極的に対処
できるようお客様をサポートします。つ
まり、未来の状況を成り行きに任せるの
ではなく、お客様が自ら構築できるよ
うに なるのです。




